
2022年度、東海地区スバルグループ全店舗にＡＥＤを導入しました。それに伴い、ＡＥＤ取扱い及び救命措置についての講習会を日本ライフセービング協会様にサポートをいただき、
従業員がＡＥＤを使うような事故や急病者の人命救助に遭遇した時に、迅速な対応が取れるよう講習会を実施しました。
本講習はＳＤＧＳ並びに健康経営の取り組みにも関係しております。
講習の内容/救命措置講習
(1)心肺蘇生方法、AED使用方法の解説、実技
(2)心肺蘇生訓練用ダミー人形を実際に使いＡＥＤの使用について学ぶ（ＡＥＤ練習機を使用した講習）
(3)講習時間 2.5時間（座学・実技・まとめ/休憩時間など）

活動レポート 東海地区スバルグループ『ＡＥＤ救命措置訓練講習会』開催

講習会では、一次救命処置（ＢＬＳ）の重要さを学びました。
119番通報してから救急車到着までにその場に居合わせた自身の行動で、救命率が
高まる事や、ライフセービングをおこなっている講師自らの救命措置の経験を交えた
講義だった事もあり、受講者の意識が受講前と後では大きく変化がありました。
（アンケートヒアリング結果）



岐阜スバル自動車は従来より、ＡＥＤ機器を店舗に設置しておりましたが、今回の取組みで高山インター店・土岐泉店に新設しました。

岐阜細畑店 多治見池田店 関店

各務原店 土岐泉店

⼤垣⻑沢店

高山インター店 県庁前店

ＳＤＧｓ活動レポート 岐阜スバル自動車

人が集まる場所には、AEDの設置を
人の多く集まる場所やイベント会場、救急隊の到着に時間がかかる場所などには、
ＡＥＤを設置することが推奨されています。また、ＡＥＤの設置が考慮される
施設として、救助者にとって目印となり利用しやすい施設や、集合住宅（マンション）
等の人が密集した環境が例として挙げられます。
（厚生労働省HP一般財団法人日本救急医療財団 AEDの適正設置に関するガイドラインより）

【屋内でのＡＥＤを設置に相応しい場所について】

1、心停止より5分以内でＡＥＤが使用できる範囲内

2、入口付近や目に付く場所、常に人の目に触れる場所

3、ＡＥＤの存在に対し掲示告知をする

4、安全な保管、衛生面なども考え収納可能な場所

5、誰もが使用できるよう設置情報を周知できる場所

ゴール３：すべての人に健康と福祉を
ゴール１１：住み続けられるまちづくりを


